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＜連絡事項＞

· 今週13、14、15日はインフルエンザ予防接種実施日になっている。

· 今週の残業スタッフの確認。11/13～谷藤、11/14～なし、11/15～下平

＜外来情報＞

· 我満　奈津紀様～風邪気味のため、風邪薬5日分処方で様子をみる。

· 高橋　百壽様～11月10日に日赤病院入院。インシュリン指導など2週間の入院予定。

· 河村　哲久様～是川への引越しの件確認には穏やかに対応できている。血圧安定。

＜利用者様情報・検討＞

· 大釜　久直様～インフルエンザ予防接種拒否、明日に実施変更。

· 溝越　キク様～明日は通所に来ると本人が話す。今週火曜の訪問看護はなし。
· 中川原　義雄様～「パチンコにお金を使った。落ち着いてないなと思っている。パチンコの台を
　　　　　　　　　　見て、慌てて家にお金を取りに行ったけど結局負けた。」と話す。

　　　　　　　　　　←自分の変化や調子を話出来ている段階だが、本人が自覚している以上に病状　　　　　　　　　　の変化は考えられる。発言や行動の変化をキャッチし、スタッフ間の情報交換と担当スタッフ介入を積極的に進めていきましょう。

＜利用規約作業経過＞

　家族（本人）から、規約が届いていない方←受け持ちスタッフが家族に確認する事。

　　　　デイケア・・・田澤様、清水様、古舘様、大釜様

　　　　（青山荘・・・・村上様、奥山様）

　　　　デイナイトケア・・・種本様

　　　　ナイトケア・・・中居様、松永様

＜デイケア利用者様事例検討①＞

　中村　鶴子様（45）　　統合失調症

経過）五戸で生まれ育つ。小学校からいじめにあっていた。高校卒業後は事務関係などの仕事に就いていた。
昭和59年に結婚し1年後離婚する。昭和61年に発症する。平成元年～平成12年まで計3回の入院歴あり、平成12年青山荘入所し、自立した生活を目標にする。
現在は実家から、うみねこ幸房（火・水）、通所（木・金）に通い、訪問看護も利用している。
去年はデイケアにて就労前準備段階プロプログラムもおこなっている

最近）本人は『障害の開示・非開示に敏感な方』であったが、最近は開示しながらも出来る仕事を考えていける発言は聞かれている。
休みの日は、掃除・洗濯や図書館での読書に時間を使っている。寝るまでの時間は、ラジオを聴くのが楽しみであり、クラブ活動（卓球）も有意義と話す。
病状の不安はないと話す。目が上がることもほとんどない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

本人の心配は）　　

新しいDCができたら？

　　「楽しみにしている外来での新聞が読めるかしら」

　　「バスが間にあうかしら」

　　⇒現実に近づいたら、ゆっくり考えましょう。

人間関係の敏感さ）

○母との関係

　　夕食のことで、たわいもないけどケンカしてしまう。

　　⇒父が「お前に助けられている」と話してくれる。

○帽子をかぶって、レストランに移動する。

　　知っている人に会わないようにする為と話す。

○入所規約のやりとりの際に、兄に気遣う発言と様子。

　　⇒人の目を気にしている。ストレスが働く。以前に比べれば、自分から話すことが出来ている、会話のサポートとストレスケア。

就労の今後）　　

「五戸の職場は知っている人がいる、八戸は遠い」「疲れるんだよね」と、しきりに口にする。

　　⇒現在の生活リズムをしばらく続ける方向でフォロー。

＜事例検討②＞

　晴山　美智子様（40）統合失調症

最近のカウンセリングや通所での様子）

　・「弟から2世帯同居の話があり、自分の居場所や将来の姿について考えてしまう。結婚して子供が生みたい。自分が一人の人間として認められているのか、考えてしまう。職場の勤務時間が午前から午後に変わり、午前の時間が手持ち無沙汰で疲れもとれない。青明舎の清水さんは（辞めてしまったら）今度は仕事紹介しないと言った・・・」等と、様々なことが重なってややパニックになっている。

・6日のカウンセリングでは、「話できない、休んでもいいですか」と言い、早めに切り上げてデイケアに戻る。しかしデイケアでも休むことができずにソワソワしていた。デイケアスタッフに対しては、「親がうるさくて」「弟が一緒に住むと自分はどうすれば」「清水さんがこわいんですよ」など、やや悲観的に不安定な状態であった。今週は先週のような強い不安定さはない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

考えられる本人の不安の原因）

　　①青明舎の担当スタッフ退職により、本人へのフォローができなくなった事。

　　②青明舎の清水GOMの役割について理解が出来ていない事。

　　③自分の存在価値への自信のなさ。周りで起きている状況がうまく整理できない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

今後の対応）

・清水GOMが厳しい役割を担っている事は、そのままの姿勢で継続。周囲のスタッフは晴山様のことを考えてのきびしい姿勢であることをアドバイスし、フォローしていく。

・通所利用時のわずかな時間に、女性スタッフの積極的介入。本人が求めてきた時は彼女のペースで話す。（1週間のフォローと励み・仕事が続けられている事実を返していく）

・対人関係で苦手な人への関わり方として、SST的な指導を実践する。

・通所時には、通所ができている事実を返していく。

・カウンセリングを50分で進めているが、自己内省が深まりつつある段階ではやや負担になっているようである。本人と相談し、時間を少し短縮していく。

・本人に介入した際の気持ちの変化、状態については、今まで以上に通所、外来、心理、青明舎で情報交換していく。

